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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

税
源
浸
食
及
び
利
益
移
転
を
防
止
す
る
た
め
の
租
税
条
約
関
連
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
多
数
国
間
条
約
の
締

結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
四
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
国
境
を
越
え
る
取
引
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
企
業
及
び
個
人
の
海
外
取
引
及
び
海

外
資
産
の
運
用
形
態
等
が
複
雑
化
し
、
及
び
多
様
化
し
て
い
る
中
、
多
国
籍
企
業
及
び
富
裕
層
に
よ
る
課
税
逃
れ
が
課
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
及
び
Ｇ

に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
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（
税
源
浸
食
及
び
利
益
移
転
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
国
際
的
な
脱
税
及
び
租
税
回
避
行
為
へ
の
対
応
が
推
進
さ
れ
、
二
〇
一
五

年
（
平
成
二
十
七
年
）
十
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
報
告
書
で
は
、
多
国
籍
企
業
等
に
よ
る
国
際
的

な
租
税
回
避
行
為
に
対
応
す
る
た
め
の
様
々
な
措
置
が
勧
告
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
二
国
間
の
租
税
条
約
を
一
挙
に
修

正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
防
止
措
置
の
う
ち
租
税
条
約
に
関
連
す
る
も
の
を
効
率
的
に
二
国
間
の
租
税
条
約
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
多
数
国
間
条
約
の
策
定
が
勧
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｇ

に
よ
っ
て
そ
の
設
置
が
承
認
さ
れ
た
こ
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の
条
約
の
策
定
の
た
め
の
特
別
部
会
に
お
い
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
十
一
月
に
こ
の
条
約
が

採
択
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
三
十
九
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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一
、
こ
の
条
約
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
全
て
の
こ
の
条
約
の
適
用
対
象
と
な
る
租
税
条
約
（
以
下
「
対
象
租
税
協
定
」
と
い

う
。
）
を
修
正
す
る
。

二
、
い
ず
れ
か
の
当
事
国
の
租
税
に
関
す
る
法
令
の
下
に
お
い
て
課
税
上
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
団
体
若
し

く
は
仕
組
み
に
よ
っ
て
又
は
こ
の
よ
う
な
団
体
若
し
く
は
仕
組
み
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
る
所
得
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
は
、
一
方
の
当
事
国
の
居
住
者
の
所
得
と
み
な
す
旨
の
規
定
を
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

三
、
対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
よ
っ
て
二
以
上
の
当
事
国
の
居
住
者
に
該
当
す
る
者
（
双
方
居
住
者
）
で
個
人
以
外
の
も
の
の

振
分
け
に
関
す
る
規
定
を
当
該
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

四
、
取
引
等
の
主
要
な
目
的
が
対
象
租
税
協
定
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
対
象
租
税
協
定
の
特
典
は
与
え

ら
れ
な
い
旨
の
規
定
を
当
該
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

五
、
契
約
の
締
結
に
関
す
る
一
定
の
代
理
人
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
理
人
の
存
在
を
も
っ
て
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
も

の
と
す
る
旨
の
規
定
を
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

六
、
事
業
を
行
う
一
定
の
場
所
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
恒
久
的
施
設
を
構
成
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
特
定
の
活

動
に
関
す
る
規
定
及
び
関
連
者
間
で
細
分
化
さ
れ
た
事
業
活
動
は
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
恒
久
的
施
設
を
認
定
す
る
旨
の
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規
定
を
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

七
、
対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及

び
権
限
の
あ
る
当
局
が
相
手
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
と
の
合
意
に
よ
っ
て
事
案
を
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
旨
の
規
定
を
当
該

対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

八
、
第
六
部
に
規
定
す
る
仲
裁
を
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
互
協
議
手
続
の

申
立
て
が
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
一
定
の
期
間
内
に
権
限
の
あ
る
当
局
間
の
協
議
に
よ
っ
て
解
決
の
た
め
の
合
意
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
仲
裁
決
定
に
基
づ
い
て
解
決
す
る
。

九
、
こ
の
条
約
に
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
か
な
る
留
保
も
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
留
保
に
つ
い
て
は
、
署
名
の
時
又
は
批
准
書
等
の
寄
託
の
時
に
付
す
る
。

十
、
こ
の
条
約
は
、
五
番
目
の
批
准
書
等
が
寄
託
さ
れ
た
日
に
開
始
す
る
三
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
五
番
目
の
批
准
書
等
が
寄
託
さ
れ
た
後
に
こ
の
条
約
を
批
准
等
す
る
各
署
名
国
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
約
は
、
当
該
署
名
国
に
よ
っ
て
批
准
書
等
が
寄
託
さ
れ
た
日
に
開
始
す
る
三
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。


